
古紙配合率１００％再生紙を使用しています

　

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
」
の
ご
協
力
で
「
広
報
す
ぎ
な
み
」
を
区
内

全
店
舗
に
置
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
 

広
報
課
�
５
３
０
７
‐
０
６
１
４

問
「
広
報
す
ぎ
な
み
」
を
区
内
の

「
広
報
す
ぎ
な
み
」
を
区
内
の

「「
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
」
に
も
置
き
ま
す

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
」
に
も
置
き
ま
す

小児急病診療を小児急病診療を
拡充します拡充します

�東京衛生病院（天沼３‐１７‐３�３３９２‐６１５１）

診療日時
◇火・木・土・日曜日　２４時間対応

診療日時
◇月～金曜日の午後１１時まで（祝日を除く）
◇土・日曜日の午後５時まで（４月２２日（土）から実施）
※受付は診療終了３０分前までです。

�河北総合病院（阿佐谷北１‐７‐３�３３３９‐２１２１）

���まず電話で確認�保険証を忘れずに
�

�

�

�

��������������������������

��������������������������
� �

�杉並区急病医療情報センター　�３４２３‐９９０９
　２４時間無休で病院・診療所の案内、急病対応の説明、小児急病相談を行います。な
お、通話記録は録音します（３カ月保存）。
�休日等夜間急病診療所　�３３９１‐１５９９（受付は終了の３０分前まで）
　小児科　平日：午後７時３０分～１０時３０分
　内科・小児科・外科・耳鼻咽喉科
　　土曜日：午後１時～１０時（耳鼻咽喉科の午後１時～５時は輪番医）
　　日曜日・祝日：午後５時～１０時（午前９時～午後５時は輪番医）
�歯科休日急病診療所　�３３９８‐５６６６
　　日曜日・祝日：午前９時～午後５時（受付は４時まで）

�従来どおり実施します

かかりつけ医の診療終了後や休日の急病のため、区独自の救急医療体制の充
実を目指し、今までの小児急病診療体制に土・日曜日と２４時間診療の協力病
院を加え次のように拡充します。

――問い合わせは、杉並保健所地域保健課�３３９１‐１３５５へ。

　

こ
れ
ま
で
、
土
曜
パ
パ
マ
マ
学

級
と
し
て
各
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
て
き
ま
し
た
が
、　

年
度
か

１８

ら
は
、
よ
り
多
く
の
方
に
参
加
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
�
バ
ー
ス

セ
ン
ス
研
究
所
に
委
託
し
、
土
・

日
曜
日
に
年
間
三
〇
回
開
催
し
ま

す
。

　

今
回
は
、
４
月
〜
５
月
に
開
催

す
る
分
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
 

４
月　

日
�
、５
月　

日
�
・

２９

１３

　

日
�
い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
４

２１時 

荻
窪
保
健
セ
ン
タ
ー
（
荻
窪

５
―　

―
１
） 

も
く
浴
実
習
、

２０

妊
婦
体
験
、
お
産
に
向
け
て
の
お

話
な
ど
（
各
回
同
じ
内
容
） 

バ

ー
ス
セ
ン
ス
研
究
所
・
助
産
師
、

バ
ー
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど

 

区
内
在
住
で
、
開
催
日
現
在
妊

娠
二
四
週
以
上
の
初
産
の
カ
ッ
プ

ル 

各
回
二
五
組 

無
料 

往
復

ハ
ガ
キ
に
二
人
の
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
、
出
産
予
定
日
、
希
望

日
（
第
二
希
望
ま
で
）
を
書
い
て
、

４
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
バ
ー

１０

ス
セ
ン
ス
研
究
所
杉
並
区
休
日
パ

パ
マ
マ
学
級
係
（
〒　

‐
０
０
６

１５１

３
渋
谷
区
富
ケ
谷
１
―　

―　

ア

１１

１２

ル
シ
ュ
代
々
木
四
階
）
へ 

杉
並

保
健
所
健
康
推
進
課
�
３
３
９
１

‐
１
０
１
５ 

応
募
多
数
の
場
合
、

出
産
予
定
日
な
ど
で
調
整
し
ま
す

時場

内

師

対
定

費

申問

他

新
し
く
な
り
ま
す
�「
休
日
パ
パ
マ
マ
学
級
」

区民等の意見提出手続きを
予定しています

�案の名称＝杉並区地域省エネ行動計画
（素案）
�意見などの提出期間
　４月１１日�～２８日�
※概要は「広報すぎなみ」４月１１日号に、全文
は区ホームページに掲載します。

 環境課環境都市推進担当�３３９８‐３１９５問

自 治 基 本
条例による

区役所いつでも電話サービス
杉並区コールセンター

�年中無休　午前７時～午後１１時�

�♯８８００ または�３３７２‐８８００
�３３７２‐８８１０

�call@8800.city.suginami.tokyo.jp

お気軽に
ご利用ください

　

先
月
、
荻
窪
の
中
央
図
書
館
に
隣
接
し
「
読

書
の
森
公
園
」
が
開
園
し
ま
し
た
。
こ
の
約
千

平
米
の
土
地
は
地
元
の
篤
志
家
か
ら
ご
寄
付
い

た
だ
い
た
も
の
で
、
地
域
や
専
門
家
の
方
々
の

知
恵
と
努
力
に
よ
り
、
図
書
館
と
一
体
と
な
っ

た
公
園
と
い
う
新
し
い
考
え
方
で
造
ら
れ
ま
し

た
。

　

こ
こ
で
は
中
央
図
書
館
で
借

り
た
本
を
そ
の
ま
ま
持
ち
込
ん

で
、
公
園
の 
東  
屋 
や
小
川
の
ほ

あ
ず
ま 

や

と
り
で
、
ま
た
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る
ケ
ヤ
キ
の
木
陰
で
読
書
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
園
内
に
は
、

杉
並
ゆ
か
り
の
井
伏
鱒
二
、
北
原
白
秋
、
谷
川

俊
太
郎
、
石
井
桃
子
さ
ん
な
ど
の
作
家
や
詩
人

の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
や
、
世
界
の
原
水
爆
禁
止
運

動
の
発
祥
地
と
な
っ
た
公
民
館
（
現
荻
窪
体
育

館
）
に
ち
な
ん
で
、
ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン
ク
の
バ

ラ
も
公
園
を
飾
り
ま
す
。
ま
た
今
後
は
園
内
で

読
み
聞
か
せ
の
会
な
ど
の
活
動
な
ど
も
行
い
、

い
わ
ば
「
公
園
の
よ
う
な
図
書
館
」
を
め
ざ
し

て
い
き
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
日
本
は
先
進
国
で
最
も
国
語
の

授
業
時
間
が
少
な
い
と
言
わ
れ
、
子
ど
も
の
活

字
離
れ
は
深
刻
で
す
。
そ
こ
で
私
は
ぜ
ひ
幼
児

期
の
漢
字
教
育
に
力
を
入
れ
る
べ
き
と
考
え
て

い
ま
す
。
実
は
こ
れ
ま
で
の
様
々
な
取
り
組
み

の
結
果
、
ひ
ら
が
な
と
違
い
絵
と
し
て
認
識
さ

れ
る
漢
字
は
、幼
児
に
は
む
し
ろ
覚
え
や
す
く
、

一
歳
半
で
三
〇
〇
字
も
の
漢
字
が
読
め
る
よ
う

に
な
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
も
し
早

く
か
ら
漢
字
が
読
め
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
国
語

だ
け
で
な
く
様
々
な
分
野
の
本
も
読
む
こ
と
が

で
き
、
子
ど
も
の 
旺  
盛 
な
知
識
欲
で
ど
ん
ど
ん

お
う 
せ
い

世
界
が
広
が
り
自
信
が
つ
く
な
ど
、
子
ど
も
の

成
長
や
学
力
に
与
え
る
効
果
は
非
常
に
大
き
な

も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

区
で
は
、
図
書
館
一
四
館

構
想
の
も
と
で
地
域
図
書
館

を
整
備
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
残
る
高
円
寺
と

西
荻
地
区
の
図
書
館
を
早
期

に
整
備
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
図
書
館

が
各
々
の
持
ち
味
を
出
し
、
民
間
活
力
を
導
入

し
て
、
地
域
の
特
色
を
大
切
に
し
つ
つ
、
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
も
、
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し

て
も
、
効
率
的
で
よ
い
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
よ

う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

読
書
の
森
公
園

杉
並
区
長
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現行のサービス
居宅サービス
ホームヘルプサービス
（身・知・児・精）
デイサービス
（身・知・児・精）
ショートステイ
（身・知・児・精）
グループホーム（知・精）
施設サービス
重症心身障害児施設（児）
療護施設（身）
更生施設（身・知）
授産施設（身・知・精）
福祉工場（身・知・精）
通勤寮（知）
福祉ホーム（身・知・精）
生活訓練施設（精）
※表中の（身）は身体障害
者、（知）は知的障害者、
（児）は障害児、（精）は精
神障害者を表します。

新サービス
介護給付
居宅介護（ホームヘルプ）
重度訪問介護
行動援護
重度障害者等包括支援
児童デイサービス
短期入所（ショートステイ）
療養介護
生活介護
障害者支援施設での夜間ケアなど（施設入所支援）
共同生活介護（ケアホーム）
訓練等給付
自立訓練（機能訓練・生活訓練）
就労移行支援
就労継続支援（雇用型・非雇用型）
共同生活援助（グループホーム）
地域生活支援事業
移動支援
地域活動支援センター
福祉ホーム
※地域生活支援事業（相談支援、コミュニケーション
支援、移動支援、日常生活支援など）は、１０月から
実施します。詳細は、現在検討中です。

障害のある人々が地域で安心して障害のある人々が地域で安心して
暮らせるために暮らせるために

４月１日（土）　新しい障害福祉サービス制度が始まります

施設から地域へ、自立と共生の社会をめざして障害者自立支援法が施行されました。主な変更点などをお知らせします。
――問い合わせは、障害者施策課、福祉事務所（東�５３０６‐２６１１／西�３３９８‐９１０４／南�３３３２‐７２２１）、保健センター（荻窪�３３９１‐
００１５／高井戸�３３３４‐４３０４／高円寺�３３１１‐０１１６／上井草�３３９４‐１２１２／和泉�３３１３‐９３３１）へ。

�新たな制度のポイント

�障害の種別（身体・知的・精神）にかか
わらず、サービス利用のしくみを一元化 

�就労支援体制を強化 
�サービス利用のための支給決定のしく
みを透明化・明確化 
�費用をみんなで負担し（国の負担の明確
化と定率負担）、支えあうしくみを強化

�相談（障害者施策課や福祉事務所）
�申請
�アセスメント（調査）
�障害程度区分の認定（主治医の意見書もあわ
せて審査会で審査します）
�支給決定
�サービス利用計画の作成
�サービスの利用（契約）

障害福祉サービス（右表１参照）
�サービスにかかる費用の１割負担が原則です。 
�食費・光熱水費などは実費負担となります。 
�負担が重くならないように次のような軽減策があります。
�月ごとの利用者負担額に上限があります。
�低所得の方で一定の要件の方には、入所施設やグループホームを利用す
る場合、さらに個別減免があります。
�低所得の方で一定の要件の方には、社会福祉法人などが提供するサービ
スを利用する場合、ひとつの事業所での月額上限額が半額になります。
�食費などの実費負担について軽減措置があります。
�同じ世帯の中で障害福祉サービスを利用する方が複数いる場合や介護
保険サービスと併用する場合の高額障害福祉サービス費や、生活保護へ
の移行防止策などがあります。
自立支援医療（下表２参照）
　これまでの精神通院医療、更生医療、育成医療を自立支援医療として一
元化します。対象疾病の変更はありません。

�負担軽減措置の対象を拡大し、課
税世帯中の「特別区民税均等割の
み課税世帯」を「低所得２」と同様
の扱いとします（利用者負担や食
費等実費負担が軽減されます）。 

�区立通所施設に社会福祉法人減
免を適用します。

�区内の民間通所施設が、社会福祉
法人減免を導入できるよう、法人
負担分の一部を助成します。 

（ ��により、利用者負担額が半額
７５００円になります）

�実費負担となる通所施設の給食
費で国の基準額（６５０円）を上回
る施設については、経過措置とし
て一定額を助成します。 

�経済的自立が困難なグループホ
ーム入所者に対し、都の家賃助成
制度に一定額を上乗せします。 

�新たに自己負担となる知的障害
者施設入所者の医療費を助成し
ます。 

�こども発達センターの通園施設
の利用者負担を無料とします。

各サービスに区分されていた障害福祉サービスが、１０月
１日から再編され、利用者の希望にあわせて各サービス
を柔軟に組み合わせて利用できるようになります。

�ホームヘルプサービスを行う社
会福祉法人減免の対象事業所を
すべての事業所に拡大 

�低所得者のホームヘルプサービ
ス利用者負担１０％を３％に減額

�特別区民税非課税世帯で自立支
援医療（精神通院）の対象者には
都が自己負担分を助成（国民健康
保険加入者の場合は国民健康保
険の付加給付として実施）

�新しいサービス体系は
こうなります

�利用の流れ

�区独自の減免～低所得者への配慮と激変緩和 

�都独自の減免 

表１　障害福祉サービスの月額上限表
月額上限額世帯（住民票上）の状況区　分

０円生活保護受給世帯生活保護

１万５０００円特別区民税非課税世帯でサービスを利用する本人
またはその保護者の年収が８０万円以下の方低所得１

２万４６００円特別区民税非課税世帯でサービスを利用する本人
またはその保護者の年収が８０万円を超える方低所得２

２万４６００円特別区民税均等割のみ課税世帯（区独自）
一　　般

３万７２００円特別区民税所得割課税世帯

�利用者負担のしくみ

表２　自立支援医療の月額自己負担上限額表
月額自己負担上限額

世帯（同一医療保険単位）の状況 高額治療
継続者

育成医療の
経過措置
０円生活保護受給世帯

２５００円
特別区民税非課税世帯でサービスを
利用する本人またはその保護者の年
収が８０万円以下の方

５０００円
特別区民税非課税世帯でサービスを
利用する本人またはその保護者の年
収が８０万円を超える方

５０００円１万円医療保険
の自己負
担限度額

特別区民税課税世帯で課税額（所得
割）が２万円未満の方

１万円４万２００円特別区民税課税世帯で課税額（所得
割）が２万円以上２０万円未満の方

２万円制度対象外特別区民税課税世帯で課税額（所得
割）が２０万円以上の方
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費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
 

右
表
の
と
お
り 

区
内
に
雨
水

貯
留
槽
を
設
置
す
る
個
人
ま
た
は
事

業
所
で
、
雨
水
の
有
効
利
用
を
継
続

し
て
で
き
る
方 

・ 

５
月
８
日
か

ら
受
付
を
開
始（
先
着
順
）。
小
型
貯

留
槽
は
指
定
品
に
限
る
な
ど
一
定
の

条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
環

境
課
環
境
都
市
推
進
担
当
�
３
３
９

８
‐
３
１
９
５
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

内

対

申

問

〈雨水貯留槽設置助成〉
上限額助成額規格種類

３万
５０００円

本体価格（消
費税を除く）
の半額

有効貯水
量が０．５�
（５００�）以
下のもの

小型雨水
貯留槽設
置助成

３０万円

有効貯水量
に１�（１０００
�）あたり７
万円を乗じ
た額

有効貯水
量が０．５�
（５００�）を
超えるも
の

大型雨水
貯留槽設
置助成

民

国

健

康

保

険

環境にやさしい取り
組みを応援します

住
宅
用
太
陽
光
発
電
補
助
事
業

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
機

器
を
設
置
す
る
方
に
対
し
、
そ
の
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

必
ず
設
置
工
事
前
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

　
 

対
象
機
器
＝
次
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
す
機
器
①
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ

ー
ル
、
イ
ン
バ
ー
タ
お
よ
び
系
統
連

系
保
護
装
置
（
両
方
と
も
�
電
気
安

全
環
境
研
究
所
「
Ｊ
Ｅ
Ｔ
」
の
認
証

を
受
け
て
い
る
も
の
）
な
ど
を
備
え

る
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
②
住
宅
の

上
屋
な
ど
に
設
置
す
る
も
の
③
電
力

会
社
と
電
灯
契
約
を
締
結
す
る
も
の

④
未
使
用
の
も
の
／
す
で
に
設
置
済

み
の
方
、
過
去
に
同
補
助
を
受
け
た

こ
と
が
あ
る
方
は
除
く
▽
補
助
額
＝

七
万
円
×
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
出

内

力
数（
�
）（
千
円
未
満
は
切
捨
て
。上

限
二
〇
万
円
） 

区
内
に
自
ら
居
住

し
、
ま
た
は
新
築
か
改
築
に
よ
り
こ

れ
か
ら
居
住
す
る
住
宅
に
機
器
を
設

置
す
る
方
（
店
舗
な
ど
の
併
用
住
宅

を
含
む
） 

七
五
件 

・ 

４
月　
２４

日
か
ら
受
付
を
開
始（
先
着
順
）。
事

前
に
環
境
課
環
境
都
市
推
進
担
当
へ

お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、
申
請
書
と

関
係
書
類
を
添
え
て
同
担
当
（
荻
窪

５
―　

―　

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
内

１５

１３

�
３
３
９
８
‐
３
１
９
５
）
へ
持
参

（
郵
送
な
ど
は
不
可
） 

�
受
付
場

所
が
区
役
所
か
ら
あ
ん
さ
ぶ
る
荻
窪

に
変
わ
り
ま
し
た
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
�
申
請
書
と
機
器
概
要
は
同
担

当
で
配
布
す
る
ほ
か
区
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
取
り
出
せ
ま
す
�
売
買
電

量
の
デ
ー
タ
の
提
供
と
そ
の
他
の
報

告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す

対

定

申

問
他

▲小型雨水貯留槽

コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
の
購
入
費

の
補
助

　

生
ご
み
な
ど
を
土
中
の
微
生
物
の

働
き
で
た
い
肥
に
す
る
コ
ン
ポ
ス
ト

容
器
を
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。

　
 

右
下
表
の
と
お
り 

・ 

清
掃

管
理
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い 

�
補
助
は
年

度
内
に
一
世
帯
一
個
、
三
年
度
で
二

個
ま
で
で
す
�
同
年
度
内
に
コ
ン
ポ

ス
ト
容
器
と
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機

両
方
の
補
助
を
受
け
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
�
あ
っ
せ
ん
は　

年
２
月　

１９

２８

日
ま
で
随
時
受
け
付
け
ま
す
�
返

品
・
交
換
は
で
き
ま
せ
ん
。
区
役
所

西
棟
七
階
で
展
示
し
て
い
る
見
本
を

確
か
め
て
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い雨
水
貯
留
槽
設
置
助
成
事
業

　

雨
水
貯
留
槽
は
屋
根
に
降
っ
た
雨

水
を
貯
め
る
タ
ン
ク
で
、
貯
め
た
水

は
植
木
の
水
や
り
や
災
害
時
の
消
火

用
水
や
ト
イ
レ
な
ど
に
も
活
用
で
き

ま
す
。
設
置
す
る
方
に
対
し
、
そ
の

内

申

問

他

▼
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
分
別
収
集
地
区
を
拡
大
し
ま
す

　
 

開
始
時
期
＝
４
月
１
日
�
▽
対

象
地
区
＝
下
表
の
と
お
り
▽
収
集
日

＝
資
源
の
日
▽
収
集
す
る
も
の
＝
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
容
器
や
包
装
▽
出

し
方
＝
透
明
ま
た
は
半
透
明
の
袋
に

入
れ
て
、
ふ
だ
ん
利
用
し
て
い
る
資

源
の
集
積
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い

（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
対
象
外
）。詳
細

は
、
拡
大
す
る
地
区
に
配
布
し
た
案

内
を
ご
覧
く
だ
さ
い 

清
掃
管
理
課

清
掃
計
画
係
、
杉
並
清
掃
事
務
所
�

３
３
９
２
‐
７
２
８
１
ま
た
は
杉
並

清
掃
事
務
所
方
南
支
所
�
３
３
２
３

‐
４
５
７
１

ご
み
や
資
源
は
時
間
を
守
っ

て
出
し
ま
し
ょ
う

　

４
月
か
ら
ご
み
・
資
源
の
収
集
体

制
を
一
部
変
更
す
る
た
め
、
場
所
に

よ
っ
て
は
今
ま
で
収
集
し
て
い
た
時

間
と
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
み
は
午
前
７
時　

分
ま
で
、
資

３０

内

問

源
は
午
前
８
時
ま
で
に
集
積
所
に
お

出
し
く
だ
さ
い
。

　
 

清
掃
管
理
課
清
掃
計
画
係

問

〈コンポスト容器の購入費の補助〉
補助
金額

あっせん
価格

容量
大きさ
（�）

型式製造社名

３３００円６６００円７０�４５×４５×
６８．６（高さ）

コンポスタ
ー　Ｄ‐７０

東洋テル
ミー ３４００円６８００円１３０�６０（直径）×

６６（高さ）　
コンポスタ
ー　１３０型

３５００円７０００円１９０�７２（直径）×
７１（高さ）　

コンポスタ
ー　１９０型

３１５０円６３００円１２０�６５（直径）×
６９．２（高さ）

コンポエー
ス　１２０‐Ｎ

アロン化
成

　

年
度
国
民
健
康
保
険
料
の

１８料
率
が
決
ま
り
ま
し
た

　

国
民
健
康
保
険
料
額
通
知
書
は
６

月
中
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

�
医
療
分
保
険
料
（
基
礎
賦
課
額
保

険
料
）

　

す
べ
て
の
被
保
険
者
に
ご
負
担
い

た
だ
く
保
険
料
で
す
。

▽
所
得
割
保
険
料
率
＝
一
〇
〇
分
の

一
八
二
（　

年
度
は
一
〇
〇
分
の
二

１７

〇
八
）。
保
険
料
額
は
、世
帯
の
被
保

険
者
全
員
の
住
民
税
合
計
額
に
、
こ

の
料
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と
な
り
ま

す
。

▽
均
等
割
保
険
料
額
＝
被
保
険
者
一

人
に
つ
き
年
三
万
三
三
〇
〇
円
（　
１７

年
度
は
三
万
二
一
〇
〇
円
）

▽
賦
課
限
度
額
＝
一
世
帯
あ
た
り
年

五
三
万
円
（　

年
度
と
同
額
）

１７

�
介
護
分
保
険
料
（
介
護
納
付
金
賦

課
額
保
険
料
）

　
　

歳
〜　

歳
ま
で
の
被
保
険
者
に

４０

６４

加
算
さ
れ
る
保
険
料
で
す
。

▽
所
得
割
保
険
料
率
＝
一
〇
〇
分
の

三
六
（　

年
度
は
一
〇
〇
分
の
三

１７

二
）。
保
険
料
額
は
、世
帯
の
該
当
者

全
員
の
住
民
税
合
計
額
に
、
こ
の
料

率
を
乗
じ
て
得
た
額
と
な
り
ま
す
。

▽
均
等
割
保
険
料
額
＝
該
当
者
一
人

に
つ
き
年
一
万
二
〇
〇
〇
円
（　

年
１７

度
と
同
額
）

▽
賦
課
限
度
額
＝
一
世
帯
あ
た
り
年

八
万
円
（　

年
度
と
同
額
）

１７

�
加
入
者
の
方
へ

▽
住
民
税
の
申
告
に
ご
協
力
を

　

各
世
帯
の
国
民
健
康
保
険
料
は
、

加
入
者
全
員
の
住
民
税
額
を
も
と
に

算
定
し
ま
す
。
確
定
申
告
ま
た
は
住

民
税
の
申
告
が
お
済
み
で
な
い
方
は

申
告
が
必
要
で
す
。

　

申
告
さ
れ
た
内
容
は
①
保
険
料
の

所
得
割
の
算
定
②
保
険
料
の
均
等
割

の
軽
減
判
定
③
高
齢
受
給
者
証
の
一

部
負
担
金
の
割
合
判
定
の
た
め
に
大

変
重
要
な
資
料
と
な
り
ま
す
。

　

申
告
が
な
い
と
き
は
、
所
得
の
少

な
い
世
帯
に
適
用
さ
れ
る
給
付
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

申
告
を
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に

課
税
課
（
区
役
所
東
棟
二
階
）
へ
。

　
 

国
保
年
金
課
国
保
資
格
係

国
民
健
康
保
険
料
納
入
の 

ご
案
内

�
納
付
書
で
の
支
払
い

　

銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
、郵
便
局
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
国
保
年

金
課
（
区
役
所
東
棟
二
階
）、
区
民
事

務
所
・
分
室
、
駅
前
事
務
所
で
納
付

で
き
ま
す
。

問
国
保
温
泉
セ
ン
タ
ー
割
引
利
用
券

　
 

施
設
＝
数
馬
の
湯
（
檜
原
村
）、

も
え
ぎ
の
湯
（
奥
多
摩
町
）
▽
開
設

期
間
＝
４
月
１
日
〜　

年
３
月　

日

１９

３１

（
月
曜
日
休
館
、
祝
日
の
場
合
は
翌

日
。
年
末
年
始
の
休
館
は
直
接
施
設

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）
▽
料
金
＝

大
人
（
中
学
生
以
上
）
四
〇
〇
円
、

小
学
生
二
〇
〇
円
（
入
湯
税
と
し
て

　

歳
以
上
一
名
に
つ
き
五
〇
円
が
別

１２途
か
か
り
ま
す
） 

利
用
券
一
枚
で

三
名
ま
で
利
用
で
き
ま
す

国
民
健
康
保
険
指
定
旅
館

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
が
一
般
料
金
よ
り
安
く
利
用
で
き

る
よ
う
、
温
泉
旅
館
な
ど
を
指
定
し

て
い
ま
す
。

内

他

　
 

施
設
・
料
金
＝
指
定
旅
館
利
用

案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
▽
開
設
期
間

＝
４
月
１
日
〜　

年
３
月　

日
（
一

１９

３１

部
除
外
日
あ
り
）

国
民
健
康
保
険
夏
季
保
養
施
設

　

詳
細
を
ご
案
内
し
て
い
る
ち
ら
し

を
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
広
報

す
ぎ
な
み
」
６
月
１
日
号
に
も
ご
案

内
を
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

☆

　
 

国
保
年
金
課
管
理
係

内問

　

ま
た
、
ご
利
用
い
た
だ
け
る
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
が
４
月
か
ら
一

部
変
更
に
な
り
ま
し
た
。詳
し
く
は
、

納
付
書
の
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
店
舗

に
お
け
る
防
犯
の
た
め
、
三
〇
万
円

を
超
え
る
納
付
書
で
は
納
付
で
き
ま

せ
ん
。
他
の
お
支
払
先
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
３
月　

日
ま
で
に
発
行
さ

３１

れ
た
納
付
書
は
、
機
械
に
よ
る
バ
ー

コ
ー
ド
読
み
取
り
が
で
き
な
い
た

め
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
は

納
付
で
き
ま
せ
ん
。
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
の
納
付
を
希
望
す
る
方

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ

さ
い

　

自
動
引
落
で
納
め
忘
れ
の
心
配
が

な
い
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
申
込
書
を
ご
希
望
の
方
は
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
 

国
保
年
金
課
国
保
収
納
係

問
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

割
引
利
用
券
・
指
定
旅
館
・
夏
季
保
養
施
設
を

割
引
利
用
券
・
指
定
旅
館
・
夏
季
保
養
施
設
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

�

�

�

�

���������

���������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

温
泉
セ
ン
タ
ー
割
引
利
用
券
、
指

定
旅
館
利
用
案
内
と
利
用
券
、
夏
季

保
養
施
設
の
お
知
ら
せ
（
ち
ら
し
）

は
、
国
保
年
金
課
管
理
係
（
区
役
所

東
棟
二
階
）、区
民
事
務
所
・
分
室
、駅

前
事
務
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

▲コンポエース１２０ �Ｎ

コンポスト・雨水貯留槽設コンポスト・雨水貯留槽設
置・住宅用太陽光発電置・住宅用太陽光発電

〈プラスチック分別収集実施地区〉
杉並清掃事務所
方南支所管内杉並清掃事務所管内収集

曜日
高円寺北２～４丁
目

三谷町会地区（一部を除く）、
今川１～４丁目、桃井１～４丁目月曜日

和泉３・４丁目成田東１～３丁目、成田西１・２丁目火曜日
浜田山１～４丁目松庵１～３丁目、西荻南１・２丁目水曜日
和田１・２丁目井草１～３丁目、下井草４・５丁目木曜日
堀ノ内１・２丁目、
大宮１丁目阿佐谷北３～６丁目金曜日

永福１～４丁目宮前１～５丁目土曜日
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リーマートなどに置いてあります。「点字広報」「声の広報」のお申し込みは広報課へ。

４
月
１
日
か
ら
公
益
通
報
者

保
護
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た

　

公
益
通
報
者
保
護
法
は
、
刑
法
、

食
品
衛
生
法
な
ど
約
四
〇
〇
の
法
律

に
規
定
さ
れ
る
犯
罪
行
為
や
法
令
違

反
行
為
を
、
労
働
者
が
公
益
の
た
め

に
通
報
し
た
場
合
に
、
解
雇
な
ど
の

不
利
益
な
扱
い
か
ら
保
護
す
る
こ
と

を
規
定
し
、
国
民
生
活
の
安
定
や
社

会
経
済
の
健
全
な
発
展
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

労
働
者
の
通
報
先
は
、
①
事
業
者

内
部
②
通
報
内
容
に
処
分
な
ど
の
権

限
を
有
す
る
行
政
機
関
③
報
道
機
関

や
消
費
者
団
体
な
ど
の
事
業
者
外
部

の
三
カ
所
で
す
。

　

区
は
、
労
働
者
の
皆
さ
ん
か
ら
②

の
通
報
に
関
す
る
相
談
や
受
付
を
区

政
相
談
課
で
行
い
ま
す
。

　
 

総
務
課

「
関
東
富
士
見
百
景
」
に 

選
ば
れ
ま
し
た

　

富
士
山
へ
の
良
好
な
眺
望
を
得
ら

れ
る
地
点
を
選
定
し
、
周
辺
環
境
の

保
全
や
活
用
へ
の
支
援
を
通
じ
て
、

美
し
い
地
域
づ
く
り
の
推
進
を
目
的

に
、
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局

が
主
催
し
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

東
京
富
士
見
坂
と
し
て
、
女
子
大

通
り
と
善
福
寺
一
丁
目
に
あ
る
坂
か

ら
四
本
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
冬
の
早

朝
と
夕
方
が
、
き
れ
い
に
見
ら
れ
る

時
期
で
す
が
、
空
気
が
澄
ん
で
い
る

晴
れ
た
日
の
早
朝
、
こ
れ
か
ら
の
季

節
も
見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
景
観
係

問問

住
民
税
（
特
別
区
民
税
・
都

民
税
）
夜
間
電
話
相
談

　

納
期
内
に
納
付
が
で
き
な
い
、
納

め
忘
れ
た
税
金
が
あ
る
、
分
割
で
納

付
し
た
い
な
ど
、
納
付
の
ご
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。

　
 

４
月　

日
�
・　

日
�
、
５
月

１３

１８

　

日
�
・　

日
�
午
後
５
時　

分
〜

１１

１６

１５

８
時 

・ 

納
税
課

吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
費

用
の
助
成

　

飛
散
の
危
険
性
の
あ
る
吹
付
け
ア

ス
ベ
ス
ト
の
調
査
を
実
施
す
る
方
に

調
査
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

調
査
を
実
施
す
る
前
に
申
請
が
必

要
で
す
。

　
 

左
表
の
と
お
り 

申
請
書
な
ど

の
必
要
書
類
を　

年
３
月　

日
ま
で

１９

２３

に
（　

年
３
月　

日
ま
で
に
調
査
完

１９

３０

了
報
告
書
の
提
出
が
可
能
な
調
査
に

限
る
）
環
境
課
公
害
対
策
係
へ
持
参

（
先
着
順
） 

同
係 

申
請
書
な
ど

は
環
境
課
（
区
役
所
西
棟
七
階
）
に

あ
る
ほ
か
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

取
り
出
せ
ま
す

建
物
の
耐
震
診
断
や
耐
震
改

修
の
無
料
相
談
会

　
 

４
月　

日
�
午
後
１
時
〜
４
時

１２

 

区
役
所
一
階
ロ
ビ
ー 

無
料 

当

時
場

問

内

申

問

他

時
場

費

申

日
、
直
接
会
場
へ 

図
面
な
ど
が
あ

る
場
合
は
お
持
ち
く
だ
さ
い

◇
事
故
報
告
の
様
式
を
作
成

　

一
定
規
模
以
上
ま
た
は
特
定
の
用

途
の
建
築
物
で
起
き
た
人
身
事
故

（
工
事
中
の
事
故
や
建
築
物
・
設
備

に
起
因
す
る
事
故
な
ど
）に
つ
い
て
、

区
に
届
け
出
て
い
た
だ
く
報
告
書
の

様
式
を
定
め
ま
し
た
。
今
後
は
こ
の

様
式
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

☆

　
 

建
築
課
建
築
防
災
係

区
の
友
好
都
市
が
市
町
村
合

併
し
ま
し
た

　

国
内
友
好
都
市
の
北
海
道
風
連
町

と
群
馬
県
吾
妻
町
が
そ
れ
ぞ
れ
３
月

　

日
付
け
で
市
町
村
合
併
し
、
北
海

２７道 
名  
寄  
市 
、
群
馬
県 
東  
吾  
妻  
町 
と
な

な 

よ
ろ 

し 

ひ
が
し 
あ
が 
つ
ま 
ま
ち

り
ま
し
た
。

　
 

文
化
・
交
流
課

杉
並
区
文
化
・
交
流
協
会
の

名
称
が
変
わ
り
ま
し
た

　

杉
並
区
文
化
・
交
流
協
会
は
、
４

月
１
日
に
「
文
化
」
と
「
交
流
」
そ

れ
ぞ
れ
の
特
性
を
い
か
し
、
更
な
る

発
展
を
目
指
し
て
二
つ
に
分
離
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
名
称

は
、「
杉
並
区
文
化
協
会
」「
杉
並
区

交
流
協
会
」
で
す
。

　

な
お
、
所
在
地
や
連
絡
先
は
変
更

他

問問

あ
り
ま
せ
ん
。

　
 

杉
並
区
文
化
協
会
�
５
３
１
１

‐
７
０
３
５
ま
た
は
杉
並
区
交
流
協

会
�
５
３
７
８
‐
８
８
３
３

地
価
公
示
価
格
の
閲
覧

　
　

年
１
月
１
日
現
在
の
区
内
の
地

１８
価
公
示
価
格
は
、
都
市
計
画
課
（
区

役
所
西
棟
五
階
）、
区
政
資
料
室
（
区

役
所
西
棟
二
階
）、
区
民
事
務
所
・
分

室
、
駅
前
事
務
所
で
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
国
土
交
通
省
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ 

h
ttp
://to
c
h
i.m
lit.g
o
.j

p
/

で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
 

都
市
計
画
課 

全
国
の
公
示
価

格
が
記
載
さ
れ
た
冊
子
は
４
月
下
旬

か
ら
閲
覧
で
き
る
予
定
で
す

地
域
・
家
庭
文
庫
の
活
動
を

援
助
し
ま
す

　

自
宅
な
ど
で
、
子
ど
も
た
ち
に
本

の
読
み
聞
か
せ
や
貸
し
出
し
を
無
償

で
行
っ
て
い
る
地
域
文
庫
・
家
庭
文

庫
に
図
書
を
貸
し
出
し
ま
す
。

　
 

・ 

電
話
で
、
４
月　

日
ま
で

１５

に
中
央
図
書
館
�
３
３
９
１
‐
５
７

５
４
へ

区
立
体
育
施
設
の
指
定
管
理

者
制
度
の
導
入

　

４
月
１
日
か
ら
上
井
草
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
は
、
�
テ
ィ

ッ
プ
ネ
ス
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ワ
セ
ダ
ク

ラ
ブ
共
同
事
業
体
が
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、体
育
館（
高
円
寺
・
妙
正
寺
・

大
宮
前
・
永
福
・
荻
窪
）、
下
高
井
戸

運
動
場
、
高
井
戸
温
水
プ
ー
ル
は
、

�
杉
並
区
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
が
引

き
続
き
指
定
管
理
者
と
し
て
管
理
運

営
し
、
松
ノ
木
運
動
場
と
杉
並
第
十

小
温
水
プ
ー
ル
は
区
教
育
委
員
会
が

直
接
、
管
理
運
営
し
ま
す
。

◇
指
定
管
理
者
制
度
と
は

　

こ
れ
ま
で
公
共
施
設
の
管
理
運
営

は
民
間
事
業
者
は
対
象
外
で
し
た

問
HP

問

他

申

問

が
、
地
方
自
治
法
が
改
正
さ
れ
民
間

事
業
者
に
よ
る
管
理
運
営
も
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
さ
ざ
ん
か
ね
っ
と
で
の
施

設
予
約
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
 

社
会
教
育
ス
ポ
ー
ツ
課
社
会
体

育
係

予
防
接
種
制
度
改
正
に
伴
う

予
診
票
の
配
付

　

麻
し
ん
風
し
ん
の
予
診
票
を
下
表

の
と
お
り
配
付
し
ま
す
。　

　
 

杉
並
保
健
所
保
健
予
防
課
�
３

３
９
１
‐
１
０
２
５
ま
た
は
保
健
セ

ン
タ
ー
（
下
表
参
照
）

小
児
慢
性
特
定
疾
患
児
日
常

生
活
用
具
給
付
事
業
を
開
始

　

小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
券
を
お

持
ち
の
方
に
、
日
常
生
活
用
具
を
給

付
し
ま
す
。

　
 

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
方
①
区

内
在
住
の
方
②
小
児
慢
性
特
定
疾
患

医
療
券
を
お
持
ち
の
方
③
在
宅
で
日

常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
り
、

日
常
生
活
用
具
の
給
付
を
必
要
と
す

る
方
▽
用
具
の
種
目
＝
便
器
、
特
殊

マ
ッ
ト
、
特
殊
便
器
、
特
殊
寝
台
、

歩
行
支
援
用
具
、
入
浴
補
助
用
具
、

特
殊
尿
器
、
体
位
変
換
器
、
車
い
す
、

頭
部
保
護
帽
、電
気
式
た
ん
吸
引
器
、

ク
ー
ル
ベ
ス
ト
、
紫
外
線
カ
ッ
ト
ク

リ
ー
ム
／
身
体
障
害
者
福
祉
法
な
ど

に
よ
り
、
同
様
の
給
付
が
受
け
ら
れ

る
方
は
対
象
外
。
世
帯
の
収
入
に
応

じ
て
、
費
用
の
一
部
負
担
あ
り 

保

健
セ
ン
タ
ー
（
右
下
表
参
照
）

学
校
給
食
調
理
業
務
の
民
間

委
託
を
進
め
て
い
ま
す

　
　

年
度
か
ら
新
規
に
委
託
す
る
学

１８
校
は
、
桃
井
第
一
小
学
校
、
三
谷
小

学
校
、
井
草
中
学
校
、
大
宮
中
学
校

の
四
校
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、　

年
１８

度
は
、
区
立
学
校
六
八
校
の
う
ち
二

七
校
（
小
学
校
一
四
校
、
中
学
校
一

問問対

問

三
校
）
が
民
間
委
託
と
な
り
ま
す
。

◇
民
間
委
託
の
主
な
成
果

�　

年
度
の
経
費
削
減
効
果

１６

　

委
託
を
実
施
し
な
か
っ
た
と
仮
定

し
た
場
合
の
人
件
費
（　

年
度
決
算

１６

値
に
よ
る
一
校
あ
た
り
平
均
人
件
費

×
実
施
校
数
）
と
委
託
経
費
を
比
較

し
、
節
減
額
を
算
出
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
一
九
校
で
約
二
億
一
五
〇

〇
万
円
（
一
校
あ
た
り
約
一
一
三
〇

万
円
）
の
経
費
を
節
減
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
効
果
の
一

部
は
、
教
育
の
そ
の
他
の
施
策
の
充

実
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

�
委
託
校
の
様
子

　

委
託
校
で
は
、
一
回
に
使
用
で
き

る
食
器
数
の
増
加
に
よ
り
、
お
か
ず

の
組
み
合
わ
せ
が
多
く
な
っ
た
こ

と
、
は
し
や
ス
プ
ー
ン
な
ど
の
併
用

で
給
食
が
食
べ
や
す
く
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
児
童
・
生
徒
か
ら
好
評
を
得

て
い
ま
す
。　

年
度
か
ら
は
、
デ
ザ

１８

ー
ト
フ
ォ
ー
ク
を
購
入
し
、
更
な
る

給
食
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
関
係
者
や
保
護
者
、

受
託
会
社
の
代
表
な
ど
で
構
成
さ
れ

た
「
学
校
給
食
運
営
協
議
会
」
を
設

置
し
、
直
接
、
保
護
者
や
児
童
・
生

徒
の
声
を
生
か
し
な
が
ら
、
安
全
で

お
い
し
い
給
食
作
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
 

学
務
課
保
健
給
食
係

問

〈麻しん風しん予診票配付方法〉
接種期間配付方法など対象者配付する予診票

生後１２カ月
以上２４カ月
未満

１歳の誕生月前月末に個別
に郵送します

１７年３月１日～１１月３０
日生まれの子ども

麻しん風しん
混合第�期

母子手帳と単独ワクチンの
予診票（※）を持って荻窪保
健センター（荻窪５‐２０‐１�
３３９１‐００１５）、高井戸保健セン
ター（高井戸東３‐２０‐３�
３３３４‐４３０４）、高円寺保健セン
ター（高円寺南３‐２４‐１５�
３３１１‐０１１６）、上井草保健セン
ター（上井草３‐８‐１９�３３９４
‐１２１２）、和泉保健センター
（和泉４‐５０‐６�３３１３‐９３３１）
または区役所保健福祉相談
窓口（東棟１階）へお越しく
ださい

１６年４月２日～１７年２
月２８日生まれで、麻し
ん・風しんともに未接種
で、かかったこともない
子ども

４月１日～
１９年３月３１
日

１２年４月２日～１３年４
月１日生まれで、麻し
ん・風しんともに未接種
でかかったこともない
子ども

麻しん風しん
混合第�期

生後１２カ月
以上２４カ月
未満

１６年４月２日～１７年２
月２８日生まれで、１８年３
月３１日までに麻しん・風
しんどちらかを接種し
た子ども、もしくはどち
らかにかかったことが
ある子ども

麻しんもしく
は風しん単独
ワクチン（任
意接種・公費
負担用）

※予診票がない場合は、母子手帳だけお持ちください。

〈アスベスト調査費用の助成〉
区内にある次の建築物と付属施設�居
住用の戸建住宅または共同住宅�事業
用の建築物�民間の保育・教育施設な
ど

対　象
建築物

飛散の危険性のある吹付けアスベスト
の使用実態を判断するための次の調査
（スレート板、ビニル床タイルなど、成
形板の調査は対象外）�目視調査�成
分分析調査�空気環境測定調査

対象調査

補助金額＝調査経費合計額の
２分の１（１０００円未満切り捨て）

対象者・
補助金額

限度額対象建築物など対象者
１５万円居住用住宅所有者・居住者

３０万円

分譲共同住宅
（共用部分）

分譲共同住宅
の管理者

事業用建築物中小企業者
民間の保育・
教育施設など

右記施設の所
有者・経営者

（注）１．補助金の申請は対象建築物について１回限り
です。２．対象建築物を賃貸で居住または使用して
いる方が調査を実施する時は、所有者の承諾が必
要です。

１～３月のご寄付（敬称略・順不同）

【福祉】杉並区民生委員児童委員会長協議
会＝１１２，３４１円�杉並明るい社会づくりの
会＝１，２０４，５４４円�ハイランドセンターチ
ャリティーバザー実行委員会＝１，０００，０００
円【NPO支援基金】匿名＝８１，０００円�匿名
＝２００，０００円�亀竹菊枝＝６，０００円�匿名＝
１０，０００円�匿名＝１０，０００円

ありがとうございました
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戦
没
者
の
遺
族
の
慰
霊
巡
拝

　
　

年
度
厚
生
労
働
省
主
催
の
慰
霊

１８
巡
拝
が
、
次
の
と
お
り
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
 

巡
拝
地
域
＝
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
パ

ラ
オ
諸
島
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ

ー
ト
諸
島
、
西
イ
リ
ア
ン
、
北
ボ
ル

ネ
オ
、中
国
、硫
黄
島
、南
西
諸
島（
洋

上
慰
霊
）、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
、
チ

タ
州
、
沿
海
地
方
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク

州
、
ケ
メ
ロ
ボ
州
、
ア
ル
タ
イ
地
方
、

ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
州
。
具
体
的
な
実

施
地
域
、
実
施
時
期
、
参
加
申
込
資

格
な
ど
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い 

保
健
福
祉
部
管
理
課
地
域

福
祉
係

認
証
保
育
所
の
新
規
開
設

　

認
証
保
育
所
と
は
、
多
様
化
す
る

保
育
需
要
に
こ
た
え
る
た
め
に
、
都

が
独
自
の
基
準
を
定
め
て
創
設
し
た

民
間
保
育
施
設
で
す
。

　
 

名
称
な
ど
＝
に
じ
い
ろ
保
育
園

サ
ク
セ
ス
杉
並
（
上
井
草
１
―　

―
２９

　

パ
レ
ス
ア
ン
ダ
ン
テ
一
階
）
▽
開

１６設
日
＝
４
月
１
日
�
▽
開
園
時
間
＝

月
〜
土
曜
日
の
午
前
７
時
〜
午
後
８

時
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）
▽

保
育
料
＝
利
用
形
態
に
よ
り
異
な
り

ま
す
（
例
＝
０
歳
児
を
月
一
六
〇
時

間
保
育
す
る
場
合
、
月
額
五
万
九
〇

〇
〇
円
）
▽
対
象
＝
月
一
六
〇
時
間

以
上
の
保
育
を
必
要
と
す
る
０
歳
〜

小
学
校
就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児
▽
定

員
＝
０
歳
児
六
名
、
１
・
２
歳
児
各

九
名
、
３
歳
児
以
上
六
名
▽
契
約
＝

利
用
者
と
事
業
者
の
間
で
直
接
契
約

 

に
じ
い
ろ
保
育
園
サ
ク
セ
ス
杉
並

�
６
６
６
６
‐
９
６
０
６

就
労
相
談
の
時
間
帯
を
増
や

し
ま
す

　

就
労
専
門
相
談
員
（
キ
ャ
リ
ア
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
）
が
、
就
労
に
関
す
る

様
々
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
４

内

問

内
問

月
か
ら
毎
週
火
曜
日
の
午
前
中
も
実

施
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
 

毎
週
火
曜
日
午
前　

時
〜
正

１０

午
、
午
後
１
時
〜
５
時
（
午
前　

時
、

１０

　

時
、
午
後
１
時
、
２
時
、
３
時
、

１１４
時
の
各
時
間
帯
で
予
約
優
先
制
。

相
談
時
間
は
一
人
約
五
〇
分
） 

産

業
振
興
課
（
区
役
所
西
棟
一
〇
階
）

 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方 

無
料
（
職
業
適
性
検
査
を
希
望
す
る

方
は
実
費
負
担
あ
り
） 

・ 

電
話

で
、
産
業
振
興
課
産
業
・
就
労
支
援

係
へ

特
別
区
職
員
Ⅰ
類

　
　

年
４
月
１
日
以
降
に
特
別
区
、

１９
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
、
特

別
区
競
馬
組
合
お
よ
び
東
京　

区
清

２３

掃
一
部
事
務
組
合
が
採
用
す
る
職
員

の
採
用
候
補
者
を
決
定
す
る
た
め
の

採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

　
 

第
一
次
試
験
＝
５
月
７
日
�
▽

試
験
区
分
な
ど
＝
右
表
の
と
お
り
▽

試
験
案
内（
申
込
書
）の
配
布
場
所
＝

時

場

対

費

申

問

内

職
員
課
人
事
係
（
区
役
所
東
棟
五

階
）、区
民
事
務
所
、駅
前
事
務
所
、地

域
区
民
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
、
特
別

区
人
事
委
員
会
事
務
局 

郵
送
＝
４

月　

日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
特
別

１１
区
人
事
委
員
会
事
務
局
任
用
課
（
〒

　

‐
０
０
７
２
千
代
田
区
飯
田
橋
３

１０２―
５
―
１
）へ
▽
持
参
＝
４
月　

日
・

１１

　

日
に
区
職
員
課
人
事
係
ま
た
は
特

１２別
区
人
事
委
員
会
事
務
局
任
用
課
へ

（
い
ず
れ
も
午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

５
時
） 

特
別
区
人
事
委
員
会
事
務

局
任
用
課
採
用
係
�
５
２
１
０
‐
９

７
８
７
、
採
用
試
験
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス
�
３
２
６
１
‐
２
２
２
１
（
二

四
時
間
）、
同
事
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー 

ジ 

h
ttp
://w
w
w
.to
k
y
o
2
3
c
i

ty
.o
r.jp
/s
a
iy
o
u
-s
ik
e
n
.h
tm

ま
た
は
区
職
員
課
人
事
係 

特
別
区

職
員
Ⅲ
類
と
身
体
障
害
者
採
用
選
考

の
主
な
受
験
資
格
な
ど
も
発
表
さ
れ

て
い
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
先

へ家
庭
福
祉
員

　

保
護
者
が
仕
事
な
ど
の
た
め
保
育

で
き
な
い
児
童
を
家
庭
で
保
育
す
る

方
を
募
集
し
ま
す
。
対
象
は
、
自
宅

申

問

HP

他

が
阿
佐
谷
北
、
阿
佐
谷
南
、
天
沼
、

梅
里
、
大
宮
、
上
荻
、
上
高
井
戸
、

高
円
寺
北
、
高
円
寺
南
、
下
高
井
戸
、

松
庵
、
清
水
、
善
福
寺
、
高
井
戸
西
、

高
井
戸
東
、
成
田
東
、
西
荻
北
、
浜

田
山
、
方
南
、
堀
ノ
内
、
本
天
沼
、

松
ノ
木
、
南
荻
窪
、
宮
前
、
桃
井
、

和
田
の
い
ず
れ
か
の
方
で
す
。

　
 

資
格
＝
次
の
す
べ
て
を
満
た
す

方
①
心
身
健
康
で
、
現
在
小
学
校
就

学
前
の
子
ど
も
が
い
な
い
②
家
庭
環

境
が
健
全
で
あ
り
、
子
ど
も
の
保
育

に
専
念
で
き
る
③
４
月
１
日
の
時
点

で
満　

歳
以
上
満　

歳
未
満
④
九
・

２５

６０

九
�
（
六
畳
）
以
上
で
採
光
と
換
気

内

に
優
れ
た
保
育
専
用
の
部
屋
が
自
宅

に
あ
る
（
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
耐
火

構
造
の
建
物
で
、
避
難
設
備
と
避
難

経
路
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
に
限

り
、
二
階
以
上
の
部
屋
で
保
育
す
る

場
合
も
可
）
⑤
保
育
士
・
教
員
・
助

産
師
・
保
健
師
・
看
護
師
の
い
ず
れ

か
の
資
格
が
あ
る
▽
保
育
時
間
＝
日

曜
・
祝
日
を
除
く
毎
日
、
午
前
８
時

　

分
〜
午
後
５
時
（
時
間
外
保
育
あ

３０り
）
▽
保
育
内
容
＝
保
護
者
と
直
接

契
約
。
預
か
る
児
童
は
生
後
６
週
間

以
上
３
歳
未
満
の
乳
幼
児
▽
保
育
定

員
＝
一
階
で
保
育
す
る
場
合
三
人
以

内
、
二
階
で
保
育
す
る
場
合
二
人
以

内
▽
募
集
人
員
＝
一
名
▽
そ
の
他
＝

保
護
者
か
ら
の
保
育
料
（
一
人
月
額

二
万
三
〇
〇
〇
円
以
内
）
の
ほ
か
、

区
か
ら
の
補
助
（
０
歳
児
一
人
に
つ

き
月
額
六
万
五
〇
〇
〇
円
、
施
設
共

済
費
な
ど
）
が
あ
り
ま
す 

市
販
の

履
歴
書
に
必
要
事
項
・
志
望
動
機
、

裏
面
に
保
育
専
用
室
の
見
取
り
図

（
広
さ
・
階
数
・
避
難
経
路
も
明
記
）

を
記
入
し
、
資
格
証
明
書
の
写
し
も

添
え
て
、
４
月　

日
ま
で
に
保
育
課

２８

指
導
係
（
区
役
所
東
棟
三
階
）
へ
郵

送
ま
た
は
持
参 

同
係 

応
募
書
類

は
返
却
し
ま
せ
ん
。
書
類
選
考
の
う

え
面
接
該
当
者
に
は
通
知
し
ま
す

申

問

他

 　
 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
沓
掛

ホ
ー
ム
」
利
用
者
の
夕
食
介
助
▽
勤

務
時
間
＝
午
後
５
時
〜
８
時
（
週
二

〜
三
回
）
▽
資
格
＝　

歳
ま
で
の
健

６０

康
で
元
気
な
方
▽
給
与
＝
時
給
九
〇

〇
円
〜
▽
募
集
人
数
＝
二
〜
三
名
▽

採
用
期
間
＝
５
月
１
日
〜
９
月　

日
３０

（
更
新
あ
り
） 

・ 

電
話
連
絡
の
う

え
、
履
歴
書
を
沓
掛
ホ
ー
ム
（
〒　
１６７

‐
０
０
３
１
本
天
沼
３
―　

―　

�

３４

２８

３
３
９
５
‐
０
９
０
０
）へ
郵
送
ま
た

は
持
参

� 

え
の
き
会 

介
護
業
務
の
ア
ル
バ
イ
ト

（ 福 ）内

申

問

１８年度区民健診 ･がん検診のお知らせ
　区内にお住まいで、職場などに健(検)診の機会がない場合は、区民健診・各種がん検診を受けることができます（入院、
加療中の場合は、受診することができません）。対象年齢は１９年３月３１日現在のものです。

◎６５歳以上の区民健康診査に生活機能評価が加わりました　 
　生活機能の低下が疑われる高齢者を早期に発見し、状態の改善や重度化を予防する介護予防サービスにつなげ
ていきます。健康的な生活を送るために、年に１回の区民健康診査を受けましょう。
◎乳がん検診・子宮がん検診の対象者が変更になりました
　偶数・奇数年齢に関係なく、下表の年齢で１７年４月～１８年２月に受診しなかった方はお申し込みください。
◎糖尿病自己管理支援モデル事業を始めます（参加型糖尿病予防教室）
　血糖測定機器を使い自己の血糖値を測定し糖尿病の発症を予防します。区民健康診査の受診結果で、糖尿病が
要指導となった方や血糖値が高く高血圧などを合併している方を対象に行います。詳しい内容は、保健センター
（荻窪�３３９１‐００１５／高円寺�３３１１‐０１１６／高井戸�３３３４‐４３０４）へお問い合わせください。

問い合わせは、杉並保健所健康推進課�３３９１‐１０１５へ
備　　　考費用受診場所受診期間対象年齢健（検）診名

【申込締切】郵送受付＝誕生月の２カ月前～
誕生月の翌月末必着、窓口受付＝受診期間内
の受診できる日まで。
◆申し込みの必要がない方◆
誕生月の前月末に受診票を送ります。�６５歳
の方�６５歳以外の方で、１５～１７年度の区民健
診を受診した方

無料指定医療
機関

誕生月の１日～末日
（誕生月に受診でき
なかった場合は誕生
月の翌々月まで）

３０歳以上

区民健診
（同時に大腸
がん検診も受
診できます）

希望者は、区民健診を受診する際に、医師に
ご相談ください。
※前立腺がん検査だけの受診はできません。

７００円
区内の
指定医療
機関

区民健診と同時に受
診できます

５０・５５・６０・
６５・７０歳

前立腺がん
検　査

該当する方には、８月下旬にお知らせします
（申込不要）。無料指定歯科

医療機関９月１日～１１月３０日４０・５０・６０・
７０歳のみ

成人歯科
健　診

X線検査の集団検診。定員４０名。
【申込締切】受診希望日の２週間前の火曜日
（必着）。

１０００円
杉並保健
所３階が
ん検診室

５月６日～２７日の
木・金・土曜日午前
９時～午前中

３５歳以上５月の
胃がん
検　診 ◆次の方は申し込みをご遠慮ください◆

�胃の手術を受けたことがある�現在、胃および十二指腸の疾病治療中または経過観察中�妊娠中また
は妊娠の可能性がある�おおむね１年以内に胃がん検診（血清ペプシノーゲン検査を含む）を受けた

【申込締切】第１回＝６月１２日、第２回＝７
月１０日、最終締切＝８月１５日。各締切日の月
末に受診票を郵送します。

１０００円指定医療
機関７月１日～９月３０日

３５歳以上肺がん検診

１０００円５５歳以上喉頭がん検診

【申込締切】毎週金曜日（必着）。最終締切＝
１９年２月９日。
◆乳がん検診の年代別受診期間◆
�４０歳代のみ＝４月１５日～６月�５０歳代のみ
＝７月～９月�６０歳以上＝１０月～１２月�予備
期間＝１９年１月～２月

１０００円
指定医療
機関

４月１日～１９年２月
２８日

２０歳以上で１７
年度中に受診
していない方

子宮がん
検　診

１０００円４月１５日～１９年２月
２８日

４０歳以上で１７
年度中に受診
していない方

乳がん
検　診

※がん検診の費用は、受診する窓口でお支払いください。なお、生活保護世帯の方は、費用が免除されますので、事前に
杉並保健所健康推進課へ（要申請）。

申込方法（ハガキは健（検）診ごとに１人１枚。ただし乳がん、子宮がんは１枚で可）健（検）診名
【記入内容】�○○健（検）診希望�住所�氏名（フリガナ）�生年月日（年齢）�性別（乳がん、子
宮がんは不要）�電話番号
【あて先】〒１６７‐００５１荻窪５‐２０‐１杉並保健所健康推進課

区民健診、肺が
ん、喉頭がん、乳
がん、子宮がん

【記入内容】�胃がん検診希望�住所�氏名（フリガナ）�生年月日（年齢）�性別�電話番号�受診
希望日（第３希望まで）
【あて先】〒１６６‐０００４阿佐谷南３‐４８‐８杉並区医師会胃がん検診担当

胃がん

〈特別区職員�類〉

主な受験資格採用予定数区　分

日本国籍を有する方で、学歴を問わず、
昭和５４年４月２日～６０年４月１日までに
生まれた方
※事務は点字でも受験できます

４９０名程度事　務

５０名程度土木造園
（土木）

４２名程度建　築
１１名程度機　械
９名程度電　気

国籍、学歴を問わず、昭和５２年４月２日
～６０年４月１日までに生まれた方（社会
福祉士もしくは児童指導員の資格を有す
る方または保育士となる資格を有し都道
府県知事の登録を受けている方）

３名程度福　祉

日本国籍を有する方で、学歴を問わず、
昭和５２年４月２日～６０年４月１日までに
生まれた方（食品衛生監視員および環境
衛生監視員の資格を有する方）

２３名程度衛生監視
（衛生）

日本国籍を有する方で、学歴を問わず、
昭和５２年４月２日～６０年４月１日までに
生まれた方

５名程度衛生監視
（化学）

国籍、学歴を問わず、昭和４２年４月２日～
６０年４月１日までに生まれた方（保健師
の免許を有する方）

３４名程度保健師
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ゆ
う
ゆ
う
館
の
催
し

◇
ゆ
う
ゆ
う
荻
窪
東
館
（
荻
窪
４
―

　

―　

）

２３

１２

　

国
際
交
流
企
画
―
見
る
・
聞
く
・

話
す
米
語
サ
ロ
ン

　

杉
並
初
の
本
格
的
米
語
交
流
・
体

験
サ
ロ
ン
で
す
。
米
語
社
会
と
文
化

の
実
際
を
一
貫
し
て
紹
介
し
ま
す
。

定
期
的
に
ゲ
ス
ト
・
ス
ピ
ー
カ
ー
を

招
き
、
米
語
で
進
行
し
ま
す
。

　
 

４
月　

日
�
午
前　

時
〜　

時

１８

１０

１１

　

分
（
５
月
か
ら
毎
月
第
二
・
三
火

３０曜
日
） 

一
〇
名 

第
一
回
は
無
料
。

二
回
か
ら
一
〇
〇
〇
円 

・ 

電
話

で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ニ
ア
総
合
研
究

協
会
�
３
３
９
８
‐
８
７
３
８
�in

fo
@
ris
a
.o
r.jp

へ
（
先
着
順
）

◇
ゆ
う
ゆ
う
久
我
山
館
（
久
我
山
５

―
８
―
８
）

　

ダ
ー
ツ
教
室

　

シ
ニ
ア
世
代
の
交
流
の
場
づ
く
り

と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
プ
ロ
ッ
プ
Ｋ

が
ダ
ー
ツ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
東
京
ダ
ー
ツ
ア
ソ
シ
エ

イ
シ
ョ
ン
と
東
京
ダ
ー
ツ
オ
ー
ガ
ニ

ゼ
イ
シ
ョ
ン
の
協
力
に
よ
り
、
丁
寧

な
指
導
で
楽
し
く
受
講
で
き
ま
す
。

　
 

４
月　

日
〜
５
月　

日
ま
で
の

１５

２０

毎
週
土
曜
日
午
後
１
時
〜
４
時
（
計

時

定

費

申

問

時

六
回
）
／
最
終
日
は
交
流
大
会
（
賞

品
付
。
参
加
費
は
別
）
を
開
催 

二

〇
名 

九
〇
〇
〇
円 

・ 

電
話
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（
記
入

例
参
照
）
で
、
４
月　

日
ま
で
に
Ｎ

１０

Ｐ
Ｏ
法
人
プ
ロ
ッ
プ
Ｋ
�
３
３
３
５

‐
６
２
３
０
�
３
３
３
４
‐
３
９
６

８
�p

ro
p
-k
@
d
o
l.h
i-h
o
.n
e
.j

p

へ
（
先
着
順
） 

当
日
は
自
由
に

見
学
で
き
ま
す

◇
ゆ
う
ゆ
う
高
井
戸
西
館
（
高
井
戸

西
１
―　

―
５
）

１７

　

い
き
が
い
応
援
館
夕
焼
け
サ
ロ
ン

　
 

４
月　

日
�
午
後
６
時
〜
８
時

１９

 

神
崎
先
生
の
ジ
ャ
ズ
談
義
④ 

高

千
穂
大
学
教
授
・
神
崎
浩 

二
〇
名

（
先
着
順
） 

一
〇
〇
〇
円（
茶
菓
付

き
） 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
竹
箒
の
会
・
川
井
�
３
８
１

３
‐
２
１
０
３
�k
a
w
a
ik
@
th
e

m
is
.o
c
n
.n
e
.jp

�
二
・
四
月
会
共
同
事
業 

気
功
と
呼
吸
法

　
 

４
月　

日
�
・　

日
�
午
前　

１０

２４

１０

時　

分
〜
正
午 

柏
の
宮
公
園
疎
林

３０
広
場
災
害
備
蓄
倉
庫
付
近
（
浜
田
山

２
―
５
―
１
） 

山
口
直 

区
内
在

住
・
在
勤
の
方 

三
〇
名 

無
料 

・

 

電
話
で
、
高
井
戸
保
健
セ
ン
タ
ー

�
３
３
３
４
‐
４
３
０
４
へ
（
先
着

順
）

す
ぎ
な
み
環
境
カ
エ
ル
く
ら

ぶ
―
き
れ
い
に
カ
エ
ル
隊
♪

　
 

４
月
８
日
�
午
前
９
時
〜　

時
１０

（
雨
天
実
施
） 

阿
佐
谷
地
区
＝
集

定

費

申

問

他

時
内

師

定

費

申

問

時

場師

対

定

費

申

問
時

場

合
場
所
＝
区
役
所
青
梅
街
道
側
玄
関

前
、
清
掃
場
所
＝
中
杉
通
り
・
青
梅

街
道
沿
い
▽
高
円
寺
地
区
＝
集
合
場

所
＝
高
円
寺
障
害
者
交
流
館
前
（
高

円
寺
南
２
―　

―　

）、清
掃
場
所
＝

２４

１８

高
円
寺
南
四
丁
目
信
号
〜
青
梅
街
道

 

無
料 

・ 

電
話
で
、
環
境
課
内

す
ぎ
な
み
環
境
カ
エ
ル
く
ら
ぶ
事
務

局
�
３
３
９
８
‐
３
１
９
５
へ 

�

軍
手
を
お
持
ち
の
方
は
持
参
し
て
く

だ
さ
い
�
身
軽
な
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
�
当
日
、
荷
物
置
き
場
は
あ

り
ま
せ
ん

省
エ
ネ
事
例
紹
介 

我
が
家
の
省
エ
ネ
に
挑
戦

　
 

４
月　

日
�
午
前　

時
〜
午
後

１６

１０

３
時 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
（
荻
窪

５
―　

―　

） 

省
エ
ネ
事
例
と
エ

１５

１３

ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の
調
べ
方 

区
内

在
住
・
在
勤
の
方 

無
料 

当
日
、

直
接
会
場
へ 

寺
田
�
３
２
２
３
‐

７
３
６
７ 

家
電
機
器
の
消
費
電
力

を
測
定
す
る
「
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
メ
ー

タ
ー
」
を
無
料
で
貸
し
出
し
て
い
ま

すす
ぎ
な
み
環
境
情
報
館

◇
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
 

４
月　

日
�
午
前　

時
〜
午
後

１６

１０

３
時 

区
内
在
住
・
在
勤
の
方
（
業

者
不
可
） 

一
五
区
画
（
抽
選
） 

無
料 

往
復
ハ
ガ
キ（
記
入
例
参
照
）

で
、
４
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
す

１０

ぎ
な
み
環
境
情
報
館
へ

◇
リ
サ
イ
ク
ル
講
習
会
―
ブ
ラ
ウ
ス

　

が
涼
し
げ
な
帽
子
に
変
身
�

費

申

問

他

時
場

内

対

費

申

問
他

時
対

定

費

申

　
 

４
月　

日
�
・　

日
�
午
後
１

１７

２４

時
〜
３
時　

分
（
計
二
回
） 

区
内

３０

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方 

二
〇
名

（
抽
選
） 

一
〇
〇
円
（
材
料
実
費
）

 

往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参
照
）
で
、

４
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
す
ぎ
な

１０

み
環
境
情
報
館
へ

◇
か
ん
き
ょ
う
講
座
―
こ
れ
は
便 

　

利
、
ア
ク
リ
ル
た
わ
し
作
り

　
 

４
月　

日
�
午
後
１
時
〜
３
時

１９

　

分 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

３０方 

二
〇
名 

一
〇
〇
円
（
材
料
実

費
） 

電
話
で
、
す
ぎ
な
み
環
境
情

報
館
へ
（
先
着
順
）☆

　
 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪 

す
ぎ
な

み
環
境
情
報
館
（
〒　

‐
０
０
５
１

１６７

荻
窪
５
―　

―　

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻

１５

１３

窪
内
�
３
３
９
８
‐
３
１
９
１
）

杉
並
く
ら
し
の
情
報
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
企
画
講
座
・
展
示

　
 

�
４
月　

日
�
午
後
１
時　

分

２２

３０

〜
３
時　

分
�
４
月　

日
�
〜　

日

３０

２２

２８

�
午
前
９
時
〜
午
後　

時（
区
共
催
）

１０

 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
（
荻
窪
５
―

　

―　

） 

・ 

�
あ
ら
ゆ
る
人
に

１５

１３

役
立
つ
食
事
、
メ
ニ
ュ
ー
、
レ
シ
ピ

を
試
食
と
共
に
紹
介
し
ま
す
（
日
本

介
護
食
品
協
議
会
・
藤
崎
享
）
�
お

年
寄
り
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
ま
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
方
に
応
じ
た
食
事
や
メ
ニ
ュ

ー
の
展
示 

�
の
み
七
〇
名 

無
料

 

・ 

�
は
電
話
で
、
消
費
者
セ
ン

タ
ー
�
３
３
９
８
‐
３
１
４
１
へ（
先

着
順
）
�
は
当
日
、
直
接
会
場
へ

シ
ニ
ア
の
た
め
の
初
め
て
の

パ
ソ
コ
ン
・
デ
ジ
カ
メ
講
座

　
 

・ 

４
月　

日
�
・　

日
�
・

２５

２６

　

日
�
・　

日
�
午
前
９
時　

分
〜

２９

３０

３０

午
後
０
時　

分
＝
�
超
初
心
者
向
け

３０

パ
ソ
コ
ン
入
門
（
基
本
操
作
・
文
字

時

対
定

費

申
時

対
定

費

申
場

問

時
場

内

師

定

費

申

問
時

内

入
力
・
簡
単
な
文
章
の
作
成
／
計
四

回
）
午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分
＝

３０

３０

②
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
入
門
（
基
本
操

作
・
パ
ソ
コ
ン
へ
の
取
り
込
み
・
画

像
活
用
の
基
本
／
計
四
回
）
③
何
で

も
相
談
コ
ー
ナ
ー
＝
４
月　

日
�
・

１１

　

日
�
午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

１６

３０

　

分
（
月
二
回
） 

高
齢
者
活
動
支

３０援
セ
ン
タ
ー
（
高
井
戸
東
３
―
７
―

５
） 

Ｉ
Ｔ
ス
ク
エ
ア
杉
並 

区
内

在
住
の　

歳
以
上
の
方 

①
②
一
五

５５

名
（
抽
選
）
③
一
〇
名
（
先
着
順
）

 

①
②
と
も
六
〇
〇
〇
円
（
テ
キ
ス

ト
代
含
む
）
③
一
回
五
〇
〇
円 

①

②
は
往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参
照
）

に
希
望
講
座
名
も
書
い
て
、
４
月　
１４

日
（
必
着
）
ま
で
に
、
Ｉ
Ｔ
ス
ク
エ

ア
杉
並
（
〒　

‐
０
０
６
３
和
泉
３

１６８

―　

―　

）
へ
、
③
は
当
日
、
直
接

１７

１５

会
場
へ 

Ｉ
Ｔ
ス
ク
エ
ア
杉
並
�
０

９
０
‐
４
７
２
２
‐
２
５
７
４ 

パ

ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
お
お
む
ね　

歳
以
上
で
日

５０

ご
ろ
パ
ソ
コ
ン
に
慣
れ
親
し
ん
で
い

る
方
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

家
族
介
護
教
室

　
 
口  
腔 
ケ
ア
を
基
礎
知
識
か
ら
実
技

こ
う 
く
う

を
交
え
て
学
び
ま
す
。

　
 

４
月　

日
�
午
後
１
時　

分
〜

２１

３０

３
時 

松
ノ
木
ふ
れ
あ
い
の
家
（
松

ノ
木
２
―　

―
３
） 

デ
ン
タ
ル
サ

１４

ポ
ー
ト
�
歯
科
衛
生
士
・
新
居
直
実

 

高
齢
者
の
介
護
を
し
て
い
る
方
ま

た
は
関
心
の
あ
る
方 

二
〇
名 

無

料 

・ 

電
話
で
、
松
ノ
木
ふ
れ
あ

い
の
家
�
３
３
１
８
‐
２
６
６
０
へ

（
先
着
順
）

楽
し
い
人
生
を
過
ご
す
た
め

の
講
座

　
 

４
月　

日
�
午
後
１
時　

分
〜

２２

３０

３
時　

分 

高
井
戸
地
域
区
民
セ
ン

３０

タ
ー
（
高
井
戸
東
３
―
７
―
５
） 

コ
ー
ヒ
ー
の
お
い
し
い
い
れ
方
（
五

種
類
を
味
わ
う
） 

自
家
焙
煎
ｃ
ａ

場

師

対

定

費

申

問

他

時
場

師

対

定

費

申

問

時

場

内

師

ｆ
ｅ
工
房
「 
木  
突  
木 
」
コ
ー
ヒ
ー
コ

き 

つ
つ 

き

ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
突
々
啓
行 

区
内

在
住
・
在
勤
で　

歳
以
上
の
方 

二

５０

五
名
（
抽
選
） 

一
〇
〇
〇
円 

往

復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参
照
）
で
、
４

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
ｃ
ａ
ｆ
ｅ

１０
工
房
「
木
突
木
」（
〒　

‐
０
０
７
１

１６８

高
井
戸
西
２
―　

―　

）
へ 
 
突  
 々

と
つ 
と
つ

１２

２２

啓
行
�
０
９
０
‐
３
８
７
５
‐
７
２

６
３

リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸

◇
親
子
で
大
工
さ
ん
に
習
お
う

　

廃
材
を
利
用
し
て 
樽  
型 
プ
ラ
ン
タ

た
る 
が
た

ー
を
つ
く
り
ま
す
。

　
 

４
月　

日
�
午
後
１
時
〜
４
時

１５

 

小
学
四
年
生
以
上
の
親
子
（
中
学

生
以
上
は
ひ
と
り
で
参
加
可
） 

六

組
一
二
名
（
抽
選
） 

三
〇
〇
円

◇
古
布
か
ら
ぞ
う
り
づ
く
り

　

古
い
布
を
裂
い
て
、
履
き
心
地
の

よ
い
ぞ
う
り
を
作
り
ま
す
。

　
 

４
月　

日
�
・　

日
�
午
後
１

１８

２５

時　

分
〜
３
時　

分
（
計
二
回
） 

３０

３０

一
〇
名
（
抽
選
） 

五
〇
〇
円

☆

　
 

リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸 

往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参
照
）
で
、

４
月
６
日
（
必
着
）
ま
で
に
リ
サ
イ

ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸
（
〒　

‐
０
０

１６８

７
２
高
井
戸
東
３
―
７
―
４
）
へ 

同
ひ
ろ
ば
�
３
３
３
１
‐
４
３
６
０

（
水
・
木
曜
日
休
館
）

帰
国
児
童
生
徒
素
養
保
持
教
室

　

外
国
（
英
語
圏
）
か
ら
帰
国
し
た

児
童
生
徒
の
文
化
的
素
養
の
保
持
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
 

毎
月
第
一
・
三
・
五
土
曜
日
の

午
前　

時
〜
正
午
＝
ジ
ュ
ニ
ア
Ａ
ク

１０

ラ
ス
（
小
学
一
〜
三
年
生
）
と
シ
ニ

ア
Ａ
ク
ラ
ス
（
小
学
四
年
生
〜
中
学

二
年
生
）、午
後
２
時
〜
４
時
＝
ジ
ュ

ニ
ア
Ｂ
ク
ラ
ス（
小
学
一
〜
三
年
生
）

と
シ
ニ
ア
Ｂ
ク
ラ
ス
（
小
学
四
年
生

〜
中
学
二
年
生
）（
年
間
一
九
回
程

対
定

費

申
問

時
対

定

費

時

定

費

場

申問

時

度
） 

国
際
理
解
・
帰
国
児
童
生
徒

教
育
セ
ン
タ
ー 

ゲ
ー
ム
・
英
会
話

練
習
ほ
か 

英
語
を
母
語
と
す
る
外

国
人
講
師 

区
内
在
住
で
英
語
圏
の

国
か
ら
帰
国
し
た
小
学
一
年
生
〜
中

学
二
年
生 

各
ク
ラ
ス
二
五
名
（
計

一
〇
〇
名
）程
度（
抽
選
） 

無
料（
教

材
費
な
ど
は
自
己
負
担
） 

申
込
書

と
八
〇
円
切
手
を
は
っ
た
返
信
用
封

筒
を
４
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
郵

１４

送
ま
た
は
直
接
、
国
際
理
解
・
帰
国

児
童
生
徒
教
育
セ
ン
タ
ー
（
〒　

‐
１６６

０
０
０
２
高
円
寺
北
２
―　

―　

杉

１４

１３

並
第
四
小
学
校
内
）
へ 

同
セ
ン
タ

ー
�
５
３
７
３
‐
０
８
０
９ 

申
込

用
紙
は
申
込
受
付
場
所
と
済
美
教
育

セ
ン
タ
ー
（
堀
ノ
内
２
―
５
―　

）、
２６

教
育
委
員
会
事
務
局
庶
務
課
（
区
役

所
東
棟
六
階
）
で
配
布
す
る
ほ
か
、

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
り
出
せ

ま
す

フ
ェ
ル
ト
で
作
る
さ
わ
る
絵
本

　
 

４
月
７
日
�
・　

日
�
・　

日

１３

２１

�
・　

日
�
い
ず
れ
も
午
前　

時
〜

２７

１０

正
午
（
計
四
回
） 

中
央
図
書
館

（
荻
窪
３
―　

―　

） 

布
絵
本
の

４０

２３

会
つ
く
し
ん
ぼ
・
野
田
淑
子
・
笠
置

優
美
子 

区
内
在
住
・
在
勤
の
方 

二
〇
名 

五
〇
〇
円
（
材
料
費
） 

・

 

電
話
で
、
中
央
図
書
館
�
３
３
９

１
‐
５
７
５
４
へ
（
先
着
順
）

場

内

師対定

費
申

問

他

時

場

師

対

定

費

申

問

夕方のチャイ
ムが６時に
なりました

４月１日から「夕
やけこやけ」の放
送時刻が午後６時
に変わりました。

 広報課問

　 午前１０時～午後６時（入館は５時３０分まで）
／月曜日（祝日にあたる場合はその翌日）と年末
年始は休館 杉並アニメーションミュージアム
（上荻３‐２９‐５杉並会館３階） 同ミュージア
ム�３３９６‐１５１０�office@sam.or.jp http://
www.sam.or.jp/

時

場

問

HP

入館料が無料になりました
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★劇団だるま座　桜散る 散るもつもるも 三春乃一座
　昭和２０年の横浜を舞台に、困難な時代の中でも前を
向いて生き抜こうとする人間たちを描きます。
　 ６月１日�･２日�午後７時、３日�午後２時・午
後７時、４日�午後２時 杉並公会堂小ホール（上荻
１‐２３‐１５） 作＝篠原久美子�出演＝塚本一郎、剣
持直明、金井節、森恵子、小島とら、宮澤恵子ほか 
前売３５００円（区民は３０００円）、当日３８００円 チケットの
販売開始＝４月７日（金）午後１時�販売窓口＝①杉並
区文化協会（上荻３‐２９‐５杉並会館内）午前９時～午
後５時※発売初日は電話予約のみ、区役所１階コミュ
かるショップ、地域区民センター（営業時間などは、杉
並区文化協会�５３１１‐７０３５へお問い合わせください）、
ウェブ予約 http:/ /members.jcom.home.ne.jp/su 
gibun/、チケットぴあ�０５７０‐０２‐９９８８も可 劇団だ
るま座�３３９２‐９７７９
★杉並ジュニア混声合唱団　定期演奏会
　 ５月３日�午後３時３０分開演（３時開場） セシ
オン杉並（梅里１‐２２‐３２） 曲目＝「時の女神」（委
嘱作品、作詞・作曲＝筒井雅子）、「心のモザイク」「ゆ
うやけの歌」（作曲＝湯山昭）、「やさしい魚」（作曲＝
新実徳英）ほか ５６８名 ５００円 ・ 電話またはフ
ァクス（６面記入例参照）で、杉並ジュニア混声合唱
団・岩佐�・�３３１１‐０３９３へ
�区民１００名無料招待…… 往復ハガキ（６面記入例参
照）で、４月１５日（必着）までに社会教育センター（〒
１６６‐００１１梅里１‐２２‐３２）へ（抽選） 同センター�

時
場

内
費

申

HP
問

時 場
内

定 費 申 問

申

問

３３１７‐６６２１
★杉並明るい社会づくりの会「家庭教育講演会」
　子育て１１０番！こんな悩み、あんな悩み、話してみま
せんか。
　 ４月２１日�午前９時５０分～１１時３０分 セシオン
杉並（梅里１‐２２‐３２） 丸山貴代 区内在住の方 
１４６名 無料 当日、直接会場へ 杉並明るい社会づ
くりの会・多田和央�３３８２‐２２８５ 車での来館はご遠
慮ください
★専門点訳者実践養成講座
　 ４月２９日�～９月３０日�（時間はお問い合わせく
ださい）／４月２９日�午前９時３０分～開講式と講演「点
訳ボランティアに期待すること」（日本点字技能師協会
理事長・込山光廣）を開催（参加自由） 視覚障害者
支援総合センターほか／開講式と「教科書製作」はあ
んさんぶる荻窪（荻窪５‐１５‐１３） ・ 「日本語基
礎」は点字をマスターしようとする方で、本講座修了
後に応用編に進む意志のある方（１０名）。「日本語応用」
「理数」「実践」はパソコン点訳をはじめている方（各
１０名）。「教科書製作」は点訳本を作った方で、今後教
科書点訳に携わる意志のある方（６０名） 無料（教材
費は実費） ・ 電話またはファクスで、応募要項を
請求のうえ、４月２０日（必着）までに（福）視覚障害者
支援総合センター・松浦（〒１６７‐００４３上荻２‐３７‐
１０keiビル�５３１０‐５０５１�５３１０‐５０５３）へ
★東京女子大学公開講座「国際政治と戦争」
　 ５月８日～７月１０日の毎週月曜日、午後０時４５分
～２時４５分（計１０回） 東京女子大学（善福寺２‐６
‐１） 東京女子大学教授・黒川修司 原則、１８歳以
上の区内在住・在勤・在学の方 ２５０名（抽選） １０００
円（初回にお支払いください） 往復ハガキ（６面記
入例参照）に性別も書いて、４月２１日（必着）までに

時 場
師 対 定

費 申 問
他

時

場

対 定

費
申 問

時
場

師 対

定 費
申

東京女子大学教育研究支援課（〒１６７‐８５８５善福寺２‐
６‐１）へ 同課�５３８２‐６４７０
★善福寺川フォーラム～雨水を捨てないで�
　 ４月１５日�午後２時～４時３０分 あんさんぶる
荻窪・第１～３教室（荻窪５‐１５‐１３） ・ 「雨水
をなぜ捨てるの？」（雨水市民の会事務局長・村瀬誠）、
「簡単にできる雨水のため方使い方」（ソーラーの足立
をめざす会代表・三井元子） ６０名（先着順） ２００
円（資料代） 当日、直接会場へ 善福寺川フォーラ
ム実行委員会�５３７７‐１０７０

★一般および若年求職者向け職業訓練
　独立行政法人雇用・能力開発機構東京センターでは、
求職者を対象に職業訓練を実施しています。
　 訓練期間＝３～５カ月 分野＝ＩＴ、事務、介護
など 若年者向け訓練は、おおむね３５歳まで 無料
（教科書代は除く） ・ 独立行政法人雇用・能力開
発機構東京センター相談第二部門�３８１６‐８１６７または
キャリア形成支援コーナー�５８０５‐６３２１へ
★東京都によるマンション管理の心得
　都は、「安心して暮らしていくためのマンション管理
ガイドライン」を作成しました。これは、管理組合が
行うことが望ましい維持管理の具体的な項目や水準を
まとめたものです。また、新規分譲時（販売から入居）
に分譲事業者が購入予定者に説明することが望ましい
事項も盛り込まれています。
　ガイドラインの全文は都市整備局のホームページに
掲載されているほか、都庁第一本庁舎都民情報ルーム
などで販売しています（１部４６０円）。
　 都都市整備局民間住宅課マンション対策係�５３２０
‐５００４ http://www.toshiseibi.metro.tokyo.jp/

問

時 場
内 師

定 費
申 問

時 内
対 費

申 問

問

HP

区の共催・後援などの
催し・講座

�

�

�

�

���������������

���������������

�
�
�
�

�
�
�
�

�アクアエクササイズ　○さ 教室番号「０１６４」
　 ５月１７日～６月２８日（６月１４日は除く）の毎週水
曜日、午後７時～９時（計６回） 高井戸温水プール
 区内在住・在勤・在学の１６歳以上６０歳未満の健康な
方 ３０名（抽選） ３７００円 往復ハガキ（６面記入例
参照）に生年月日も書いて、４月１５日（必着）までに
高井戸温水プール（〒１６８‐００７２高井戸東３‐７‐５）
へ 同プール�３３３１‐８６５２
�フラダンス　○さ 教室番号「０１７８」
　 ５月８日～６月１２日の毎週月曜日、午後１時～３
時（計６回） 高円寺体育館・小体育室 区内在住・
在勤・在学で１６歳以上の初心者・初級者 ２０名（抽選）
 １７００円 往復ハガキ（６面記入例参照）に生年月日
も書いて、４月１２日（必着）までに高円寺体育館（〒１６６
‐０００３高円寺南２‐３６‐３１）へ 同体育館�３３１２‐０３１３
 託児（３歳～就学前）あり
�春季初心者ソフトテニス教室
　基本、審判技術、試合の進め方などを指導します。
　 ５月６日～６月２４日の毎週土曜日、午後３時～５
時（予備日＝７月１日・８日、計８回／区共催） 妙正寺
体育館庭球場（清水３‐２０‐１２） 区内在住・在勤の方 
３０名（抽選） ３０００円 往復ハガキ（６面記入例参照）
に性別と経験年数も書いて、４月２２日（必着）までに区
ソフトテニス連盟・小島晃（〒１６６‐００１６成田西３‐６‐
４）へ 同連盟・小島�３３１２‐０３８５（午後７時～９時）

時
場

対
定 費 申

問

時
場 対

定

費 申

問
他

時
場

対 定
費 申

問

�合気道　
　 ５月２１日～６月２５日の毎週日曜日、午前９時～１１
時（計６回） 荻窪体育館 区内在住・在学の小中学
生 ４０名（抽選） １０００円 往復ハガキ（６面記入例
参照）に生年月日も書いて、４月１３日（必着）までに
荻窪体育館（〒１６７‐００５１荻窪３‐４７‐２）へ 同体育
館�３２２０‐３３８１ ５月２１日、６月４日・１８日の午前９
時～１１時の一般使用はありません
�小学生水泳
　 ５月６日～６月２４日の毎週土曜日、午前９時～１１
時（計８回） 杉並第十小学校温水プール 区内在住・
在学の小学生 ８０名（抽選） ２５００円 往復ハガキ
（６面記入例参照）に生年月日も書いて、４月１１日（必
着）までに杉並第十小学校温水プール（〒１６６‐００１２和
田３‐５５‐４９）へ 同プール�３３１８‐８７６３ 車での来
場はご遠慮ください
�身体障害者水泳
　 ５月２０日～７月８日の毎週土曜日、午前１０時～正
午（計８回） 高井戸温水プール 区内在住・在勤・
在学・通所で小学生以上の身体に障害がある方（原則
として保護者の付き添いが必要） ２０名（抽選） 無料
 往復ハガキ（６面記入例参照）に生年月日、障害の
程度、泳力も書いて、４月１７日（必着）までに高井戸
温水プール（〒１６８‐００７２高井戸東３‐７‐５）へ 同
プール�３３３１‐８６５２ 知的との重複障害の方は、知的
障害者水泳教室にお申し込みください（１０月実施予定）
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�競泳飛び込み講習会
　 ４月２４日�午後７時～９時（区後援） 高井戸温
水プール（高井戸東３‐７‐５） 競泳におけるスタ
ートとターンの練習 杉並区水泳連盟指導員 区内
在住・在勤・在学または在スイミングクラブの２５ｍ以
上泳げる方 約５０名 大人５００円、中学生以下３００円 
当日午後６時３０分～７時までに受け付けを済ませ、指
定のスイミングキャップを受け取ってください（先着
順） 区水泳連盟・森田�５９３０‐７２８４

�杉並区卓球新人戦
　 ５月１４日�午前９時～（区後援） 荻窪体育館
（荻窪３‐４７‐２） 種目＝男女別シングルスＡ・Ｂ・
初級（Ａ＝優勝経験のない方、Ｂ＝入賞経験のない方、
初級＝初級の優勝がなくＢクラスで勝ったことのない
方）、男女別ダブルス（優勝経験のない方） 区内在
住・在勤・在学または区内のクラブに所属し東京卓球
連盟に加盟している方 シングルス８００円（高校生以下
４００円）、ダブルス１６００円 参加種目、住所、氏名、電
話番号、所属チーム（あれば）を書いて、５月１日（必
着）までに参加費（定額小為替か切手または現金書留）
を添えて、区卓球連盟事務局（〒１６６‐０００４阿佐谷南１
‐７‐１�タマス）へ 同連盟・田崎�３３１４‐６６２４
（午前１０時～午後５時） 優勝・入賞経験がないかご
確認ください

時 場
内

師 対

定 費 申

問

時 場
内

対

費
申

問
他

○さ の教室は、さざんかねっと「http://www.yoyaku-sports.city.suginami.tokyo.jp/rasgiusr2」で申し
込みできます。個人利用者登録（区内在住・在勤・在学の方）が必要です。申し込みは４月１日午前
８時３０分からハガキ締切日まで。定員を超えた場合は初めて申し込んだ方を優先する場合があります。

スポーツ教室

競技大会

◇
交
通
弱
者
の
子
ど
も
と
高
齢
者

を
、
事
故
か
ら
守
ろ
う

　

昨
年
の
区
内
の
子
ど
も
と
高
齢
者

の
交
通
事
故
が
、
前
年
と
比
べ
て
増

加
し
ま
し
た
。
特
に
車
道
を
横
断
す

る
際
に
、
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
横
断
歩
道
で
な
い
と
こ
ろ
で

の
無
理
な
横
断
な
ど
は
、
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う
。

◇
危
険
な
自
転
車
走
行
は
、
ま
さ
に

凶
器
と
な
り
ま
す

　

昨
年
の
区
内
の
自
転
車
の
交
通
事

故
は
、
一
一
〇
四
件
（
事
故
全
体
の

　

％
）
で
、
前
年
よ
り
も
四
四
件
増

１８加
し
ま
し
た
。

　

最
近
、
自
転
車
が
加
害
者
と
な
っ

て
、
損
害
賠
償
を
求
め
ら
れ
る
事
故

も
増
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、　

年
１７

　

月
、
携
帯
電
話
を
使
用
し
無
灯
火

１１の
自
転
車
が
歩
行
者
に
重
傷
を
負
わ

せ
、
五
〇
〇
〇
万
円
の
賠
償
を
命
じ

ら
れ
ま
し
た
。

　

自
転
車
も
、
歩
道
で
は
歩
行
者
優

先
を
守
り
ま
し
ょ
う
。も
ち
ろ
ん
、夜

間
無
灯
火
走
行
は
絶
対
禁
止
で
す
。

　

ま
た
、
自
転
車
安
全
整
備
店
で
積

極
的
に
点
検
や
整
備
を
受
け
て
、
万

が
一
の
事
故
に
備
え
て
、
賠
償
責
任

保
険
と
傷
害
保
険
が
付
く
「
Ｔ
Ｓ
マ

ー
ク
」
を
は
り
ま
し
ょ
う
。

　
 

交
通
対
策
課
ま
た
は
各
警
察
署

（
杉
並
�
３
３
１
４
‐
０
１
１
０
／

高
井
戸
�
３
３
３
２
‐
０
１
１
０
／

荻
窪
�
３
３
９
７
‐
０
１
１
０
） 

期
間
中
は
区
役
所
一
階
ロ
ビ
ー
で
交

通
安
全
に
関
す
る
展
示
を
行
い
ま
す

問

他

①子どもと高齢者の交通事故防止
②二輪車の交通事故防止
③自転車の安全利用の推進
④シートベルトとチャイルドシート
の正しい着用の徹底

その他

　

３
月　

日
�
、
東
京
地
方
裁
判

２４

所
に
お
い
て
、
住
基
ネ
ッ
ト
受
信

義
務
確
認
等
請
求
事
件
に
つ
い
て

の
判
決
が
あ
り
、
都
に
対
す
る
本

人
確
認
情
報
の
受
信
義
務
確
認
請

求
に
つ
い
て
は
却
下
、
国
お
よ
び

都
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
に
つ

い
て
は
棄
却
さ
れ
ま
し
た
。

　

判
決
当
日
の
区
長
コ
メ
ン
ト

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

「
杉
並
区
の
主
張
が
認
め
ら
れ
ず

極
め
て
遺
憾
に
思
っ
て
い
ま
す
。

判
決
内
容
を
精
査
し
て
、
今
後
の

対
応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」

　

判
決
の
全
文
な
ど
は
、
区
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
 

総
務
課
法
規
担
当

問

４月６日（木）～１５日（土）
「おもいやり  
　人に車に  この街に」

春の杉並区交通安全運動▼
住
基
ネ
ッ
ト
訴
訟
コ
ー
ナ
ー（
第
一
〇
回
）▲

判

決

言

渡

し

判

決

言

渡

し
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Suginami Association for Cultural Exchange (SACE)
organizes various fun events in which foreign residents are
free to participate and people from around the world, includ-
ing Japanese, enjoy friendly exchanges. Please join in!

Welcome Party
Let’s deepen the friendship between new foreign

and Japanese residents! Planned activities include
cooking curry rice and miso-flavored pork soup and
playing games.

You can also experience initial firefighting drills,
smoke-filled area evacuation drills, an earthquake
simulation vehicle, as well as learning how to sort
waste while enjoying the activities in conjunction
with Suginami Fire Department, Suginami City
Disaster Prevention Section and Suginami Waste
Collection Office.
Date and time: May 13 (Sat.), 10:30 a.m. to 2:30 p.m.
(Meet in front of Suginami City Hall at 9:30 a.m.)
Location: Zempukujigawa Green Park Ryokuin
Square (2-7 Naritahigashi)
Fee: ¥500

International Exchange Salon
The Salon is located on the International Exchange Floor

(5F) of the SACE office as a place where both foreign and
Japanese residents can enjoy free and open communication
with each other.
Hours: Mondays (except national holidays), 1:30 to 4:30
p.m.
Location: SACE International Exchange Floor (Minami-
Asagaya Building 5F)
Fee: Free
Other: Food and drinks are permitted at the International
Exchange Salon; political, religious or for-profit activities
are prohibited.

SACE Counseling Services for Foreign
Residents

SACE offers free counseling on difficulties encountered
in everyday life.
Date and time: Fridays, 1:00 to 4:00 p.m. 
Location: SACE (Minami-Asagaya Building 5F)
Languages: Japanese, English, Chinese and Korean 
How to apply: In person, by telephone or by letter (mail
or fax)
Fee: Free

To apply, or for more information on the above, contact
SACE, Minami-Asagaya Building 5F, 1-14-2
Asagayaminami 166-0004.
Tel: 03-5378-8833   Fax: 03-5378-8844 
E-mail: aces@ck9.so-net.ne.jp
URL: http://www006.upp.so-net.ne.jp/suginami/

Events Calendar (April through May)

Location: 3-39-16 Ogikubo
(Next to the General Library)

Dokusho-no Mori (Reading Forest) Park has
opened next to the General Library.
This is one of the most unique parks in Japan,
being connected with a library, so that you can
enjoy reading books while surrounded by abun-
dant natural greenery.
Inquiries: Park Services Subsection, Greenery
and Park Section

Basic conversation, as well as reading and writing, that is necessary for daily life will be taught (classes
divided according to level).
Dates and time: Tuesdays and Fridays from April 18 to July 4 (except May 2, 5 and June 2), 6:30 to 8:30
p.m. (20 classes)
Place: Sesión Suginami (1-22-32 Umezato)
Tuition: ¥2,000 per month (excluding the fee for July, textbook fees are separate)
To apply: Send a two-way ofuku postcard (must be received by this date), with the name of the course,
your name, address, age, sex and phone number to the Lifelong Education Center (1-22-32 Umezato 166-
0011) by April 7.
Inquiries: Lifelong Education Center 
Tel: 03-3317-6621
Notes: 1. Free babysitting is available.
2. Interviews to determine your level of ability will be conducted from April 14 (Fri.), 6:30 p.m.

Name Changes Starting April 1

Aiming for further growth by making the best use
of the characteristics of “culture” and “exchange,”
the Association for Culture and Exchange of
Suginami (ACES) will be divided into two organiza-
tions. The new names are Association for Culture of
Suginami and Suginami Association for Cultural
Exchange. The address and contact information will
remain the same.
Inquiries:
Association for Culture of Suginami, Tel: 03-5311-
7035
Suginami Association for Cultural Exchange, Tel:
03-5378-8833

March 25
(Sat.)

Dokusho-no Mori (Reading Forest)
Park Opened

• The spacious park
(1823.98 sq. meters)
next to the General
Library is rich in nat-
ural greenery.
• There are objects
of art in the shape of
books within the
park.

Japanese Classes for Foreign Residents Living in Suginami City

This page provides information about the city in English for foreign residents living in Suginami City and appears regularly on Page 8 of this bulletin, published on the 1st
day of even-numbered months. The articles here were previously published in the Japanese newsletter Koho Suginami and other publications.
このページでは､杉並区に住む外国人の方に､英語で区の情報をお知らせしています（偶数月の1日号8ページに掲載）。なお､日本語版をご希望の方は広報課へ。
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